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本  日  の  卓   話 
７ 月２７日 （水） 

｢識字率向上月間｣  秋山 会長 
「新入会員自己紹介」岡野会員・辰巳会員 

 

例 会 記 録 
第２２４５ 回例会  ７月 ２０日（水）晴       
●ロータリーソング「奉仕の理想 」斉唱  
 
 

会 長 の 時 間      秋山 勤会長 

今週はじめに梅雨明け宣言がありました。茨木で

は、雨の被害も無く、水不足の心配も不要とのこと

でまずまず良かったなあと思います。 

梅雨明けとともに猛暑の襲来です。どうか健康に

は、くれぐれもご注意ください。 

ところで、庭の油蝉の第一声を聞いたのは前週13

日の朝でした。ＴＶでは週末を越してから梅雨明け

といっていましたが、茨木では殆ど雨も降らず、そ

の頃が本当の梅雨明けだったんだなあと思ってい

ます。 

例年思うことですが、秋の涼しい風を、ふと感じ

るのは 8 月 15 日過ぎです。その前に庭のコオロギ

の第一声を聞いて、その近いことを知るのですが、

この第一声、毎年殆ど変わりません。気象台始まっ

て以来の暑い年でも3日と狂いません。大自然の仕

組み、原則に感心させられます。 

ＲＩ2660地区では、奉仕活動の大原則、超我の 

 

出 席 報 告 
第２２４５ 回例会 前々回（第２２４３ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率

 ３２ (８) 18 6 75 ％ 0 100 ％ 

  

奉仕、Service above self－101をテーマに決め 

て、皆様方のご活躍を期待しています。どうか頑張

ってください。  
 

幹 事 報 告        松尾康弘幹事 

１、 例会変更(北摂１１RCの例会変更) 
吹田ＲＣ：８／１１（木）休会 定款により 
２、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
１）ロータリー財団セミナーの案内  
８／２７（土）    於：ヴィアーレ大阪 
２）クラブ職業奉仕委員長会議の案内  
８／２７（土）    於：大阪ＹＭＣＡ 
３）ローターアクト海外研修参加者募集の案内  
１１／４（金）～６(日) 於：香港 

例
会
風
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４）ロータリー・ワールド７月 
５）ロータリーの友英語版注文の案内  
３、茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
１）台北西北ＲＣより４５周年記念式典のスケジュ

ールと案内    
２）高槻西ＲＣよりＩＭ報告書と春のライラ報告書 
３）茨木市国際親善ゴルフコンペのお礼状 
４、その他 
  今年度はＲＡＣ理事会議事録を全員に配布し

ますので、ご一読下さい(青少年・ＲＡ委員会) 
 

委 員 会 報 告 
 
社会奉仕委員会        野田征夫委員長 
 第１回クラブ社会奉仕委員長会議報告 
出席者：秋山会長、松尾幹事、野田 
１．ガバナー、委員長あいさつ 
２．委員会方針発表 
 ① 社会奉仕グループ 
   ダメ・ゼッタイ運動のへ展開、献血運動の充

実、ユネスコ寺子屋運動の協力 
② 環境保全グループ 
豊な環境づくり大阪府民会議 
環境保全セミナー開催 

 ③ 交通問題グループ 
   「ノーマイカーデー」運動 
３．講演「献血の現状について」 
４．講演「薬物乱用の現状について」 
 
親睦活動委員会          簡副委員長 
 歓送迎会の日程７月２９日を７月２８日（木）に

変更させていただきます。時間、場所は同じです。 
多数のご参加をお願いします。 
 

卓  話   「年間活動計画」 

 
■社会奉仕委員会 

 

 
活動方針 
  会長方針にある地域の恵まれない人達の奉仕、
あるいは地域の文化水準の向上に貢献する活動を

クラブを上げて取組むよう努めたい。 
また、委員会が企画立案し、会員が参画する事

業の展開を図りたい。そして、ロータリーらしい

事業にチャレンジしてみたい。 
計   画 
１．前年度からの継承事業である府立茨木養護

学校への取組み具体的には、会員の施設見

学（行事への参加を含む） 
  教職員、保護者、生徒を対象にしたイベントの

実施（コンサートなどの開催） 
２．茨木の２RC の協力を得て、市民対象の文化事
業取組み（文化講演シンポジウムなどの開催） 

 
■国際奉仕委員会 

 
活動方針 
 姉妹クラブの台北西北R.Cが創立４５周年記念事

業として提唱されているカンボジアの井戸開発事

業に協力参加して行きたい。 

 双子クラブのインドネシヤ・ジョグジャカルタ

R.C 提唱のインド洋大津波、スマトラ地震等の支援

に参加して行きたい。 

 継続事業として進めている案件は、前年程度の支

出枠の中で可能なものから、奉仕を続けて行きたい

と考えています。 

又、双子クラブのインドネシヤ・チレネR.C提唱

の診療所増床に関する奉仕は出来るだけ実現に向

けて努力して頂きたいと思っています。 
計   画 
Ａ ２００５年度 

１．ジャカルタ、プロジェクト ツェリンツィン

（PROJEK  CELINCING） 

   ( ジャカルタ、港湾地区のスラム街.授産施

設) 

   ○25,000,000ルピア  約25万円 

２． ジャカルタ、ペラヤナン・クリニック産婦 

野田委員長 

笠原委員長 



人科（JDWEL  PERAYANAN  KLINIK） 

医療器具が不足しているので早急に援助依

頼     ○25,000,000ルピア  約25万円 

B ２００５年度～２００６年度 

１．Mrs.Sri Rossyadi(ミセス スリ・ロシャデ

ィ)、Mrs. Sri Iraningsin(ミセス スリ・

イラニンシン）双子姉妹の計画している学校

の生徒達へのユニフォーム寄贈 

   ○ 25,000,000ルピア  約25万円 

２．ジョグ・ジャカルタ、アチェ州の津波による

漁船被害の為、漁船の寄贈 

   ○一艘 8万円X3艘    24万円 

３．バリ島 BALINITI  MANDARA(バリニティ、マ

ンダラ)の学校に文房具の寄贈 

   ○23,195,000ルピア（US$2,440）  

26万6千円 

４．台湾（台北、西北R.C.）とのマッチング・グ

ラントカンボジアに井戸 

   ○30万円 

５．高槻・茨木共同国際奉仕、ジョグ・ジャカル

タ三つ口治療 

   ○30万円 
 
■米山奨学・ロータリー財団委員会    

 
 
活動方針 
（米山奨学会） 
１．米山奨学事業の趣旨をクラブ会員、特に新入

会員に情報提供する。 
今年度は世話クラブではなくなるので、カウ

ンセラーとしての役目はないが、情報提供は

しっかりやって、米山奨学会をよく理解して

頂き寄付金の増額をはかりたい。 
（ロータリー財団） 
１．ロータリー財団についての知識を広めること

に努力する。 
２．今年度クラブ目標一人当たり１４１．５ドル

の寄付をお願いする。 
 

３．ベネフｱクターの増加 
４．フェローの増加 
５．奨学生の推薦に努める。 
６．地区委員会に出席し、委員会の活動に参加す

る。 
 
計 画 
（米山奨学会） 
１．一人当たり２０，０００円以上の寄付をお願

いする。 
２．米山功労者の増加をはかる。 
３．地区委員会に出席し、委員会の活動に参加す

る。 
（ロータリー財団） 
  ロータリー財団についての理解を深め、寄付金

の増加をはかるため、１１月財団月間期間中に

例会に財団プログラムを組んで頂き、財団地区

委員などの卓話を実施する。 
 
■出席委員会 

 
 
活動方針 
 ロータリーの会員であれば、できる限り例会に出 
席することは、ロータリー活動の原点として当然の 
ことであります。ホームクラブの出席率が悪い会員 
には出席を督促する。 
計    画 
 出席率個人票で出席率の悪い会員に対し、できる 
限り出席していただくよう連絡を入れる。        

予算（ 150,000円） 
 
■会員増強委員会 

 

大森委員長 

中西委員長 

坂井副委員長 



活動方針 
会員増強は各クラブの主要な課題であるが、な 
かなか達成出来てないのが実情である。増強委員会

の活動だけでは限度があり、やはり会長を中心とし

た熱い意識の高まりが要請される。特に地元の有力

会員に人材発掘してもらうのが一番効果があると、

かねがね感じている。特に女性会員の増強が大切だ

と思う。要は会員全員が増強意識を持つことが肝要

である。 
計   画 
１．会員の中でも特に地元に詳しい有力者にお願

いします。 
２．新規に女性会員の発掘に力を入れたい。 
３．会長の強力な推進をお願いしたい。 

 
■Ｓ．Ａ．Ａ・プログラム委員会 
                 坂井副委員長 
活動方針 
（ S．A．A） 
① 円滑な例会運営が行われるよう努めます。 
② 幹事、親睦活動、出席委員会などと連携をと
りながら、これまで以上に例会を意義あるもの

にし、その結果、出来るだけ出席率を高めるよ

う努めたいと思います。 
（プログラム） 
   親睦活動委員会の協力をお願いしたり、又は 
「卓話銀行」の活用を時々お願い出来ればと思っ 
ています。 
計   画 
（S．A．A） 
① 司会や進行の役割は輪番制とする（欠席の

場合等臨機応変に対応する） 
② 食事はもう少し質を上げるよう、献立はホ

テル側とよく打合せをする。 
③ ニコニコの目標は１８０万円以上とする。 
（プログラム） 
① ロータリーの各月間の委員長に、その月間

に関する卓話をお願いする。 
② 職業分類に関する卓話、又は趣味に関する

話などをして頂きたいと思っております。 
③ ３分間スピーチを５分間スピーチに変更 
④ パストガバナーに節目に卓話を頂く、そし

て、会員の指導を頂く 
 
 
 
 

ニ コ ニ コ 箱           .坂井副Ｓ.Ａ.Ａ 

※野田会員 昨日はお世話になり有難うございました 
松尾 

※大森会員花火大会にご招待頂いて有難うございます  
                   中西、山田 
※久しぶりのＳＡＡよろしくお願い申します  大森 
 
        本日計 ６，０００円 
        累 計７８，０００円 
 

次 回 卓 話 
「会員増強及び拡大月間」 
     地区拡大・増強委員会 
         菅本憲市郎副委員長 

 
 
 

ミ ニ 情 報 
『ロータリーの綱領』 
ロータリーの綱領は、有益な事業の基盤として、

奉仕の理想を鼓吹し、これを育成し、特に、次の各

項目を鼓吹育成することにある。 
第１  奉仕の機会として、知り合いを広めること
第２  事業および専門職務の道徳的水準を高め
ること 

    あらゆる有用な業務は尊重されるべきであ
るという認識を深めること 

      そして、ロータリアン各自が業務を通じて
社会に奉仕するために、その業務を品位あ

らしめること 
第３ ロータリアンすべてがその個人生活、事業

生活および社会生活に、常に、奉仕の理想

を適用すること 
第４ 奉仕の理想に結ばれた事業と専門職務に携わ

る人の世界的親交によって、国際間の理解と

親善と平和を推進すること 
     （「ロータリー情報マニュアル」より） 

 


